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御柱祭が開催されました

大鹿さくら祭りが開催されました

7年に1度の御柱祭が、大績神社、市場神社、葦原神社で開催されました。各地域ともに大勢の方が見守
る中、一致団結して元気な掛け声のもと里曳が行われ、立派な御柱が勇壮な姿で建立されました。
早くコロナが収束して本来のにぎやかなお祭りができることを願うばかりです。

大績神社
４月10日に行われました。東の

柱が薬師堂から旧小渋橋を渡り
里曳されました。（赤石岳を背
に旧小渋橋より）東と西２本の
御神木が建立されました。（お
祭りが終わり静粛のなかでの勇
壮な姿）

市場神社
４月9日に行われました。大き

な掛け声のもと地域の皆様の一
糸乱れぬ里曳がおこなわれまし
た。青空に向かってそびえ立つ
立派な御柱が建立されました。

葦原神社
４月16日に行われました。山

間の集落の中を木遣りの方の威
勢の良い音頭で、大勢の方が見
守る中、里曳が行われました。
杉木立の中に威厳ある姿で建立
されました。

桜の女王の皆さんと景清さん、鹿丸さん、
満開の桜の下で「ハイ、ポーズ」

美翔蓮、鹿塩獅子保存
会、大鹿太鼓のみなさ
んがお祭りを華やかに
盛り上げてくれました。

この元気な力でコロナ
風も収束することを願
います。

写真提供：木村美津由紀さん

写真提供：大鹿村観光係 仲田さん
中央左より
13代女王 石川かおりさん、13代女王 須藤香琳さん、12代女王 駒瀬未来さん
一番左が影清さん、一番右が鹿丸さん



①《令和3年度 天竜川水系塩川床固工事》

⑤《令和４年度 天竜川水系小渋川砂防管内整備工事》

②《令和3年度 天竜川水系塩川上流床固工事》

③《令和3年度 天竜川水系矢立木砂防堰堤補強工事》 ④《令和3年度 天竜川水系手開沢砂防堰堤補強工事》

TAIKYO

大協建設株式会社
TAIKYO

大協建設株式会社 昨年度に引き続き、塩川床固工事を施工
させていただくことになりました大協建設株
式会社です。塩川の河床を安定させる床固
め工と老朽化した護岸を改修する工事です。
大鹿村の企業として地元の皆様が安心・安
全に暮らせるよう建設業を通じて地元に貢
献できればと思います。工事期間中は、工
事車両の通行等、近隣の皆様方にはご不
便・ご迷惑をおかけいたしますが安全第一
で工事を進めてまいります。ご理解とご協
力の程宜しくお願い致します。現場代理人

監理技術者 宮下 篤史

昨年度より、塩川、鹿塩川の合流付近で
塩川床固工事を施工させていただいてい
ます大協建設株式会社です。塩川床固工
群の整備を進めております。大鹿村の企
業として地元の皆様が安心・安全に暮ら
せるよう建設業を通じて地元に貢献でき
ればと思います。工事期間中は、工事車
両の通行等、近隣の皆様方にはご不便・
ご迷惑をおかけいたしますが安全第一で
工事を進めてまいります。ご理解とご協力
の程宜しくお願い致します。

現場代理人
宮下 房貴

監理技術者
宮下 剛彦

現場代理人
監理技術者 片桐 貴司

現場代理人
監理技術者 宮嶋 峰人

昨年度に引き続き、小渋川砂防管内整備工事を施工させていただくことになりました㈱吉野組です。今
年度も村内砂防施設の維持修繕を行います。地元の企業として村民の皆様が安心・安全に暮らせるよう
建設業を通じて地元に貢献できればと思います。工事期間中は、工事車両の通行等、近隣の皆様方に
はご不便・ご迷惑をおかけいたしますが安全第一で工事を進めてまいります。ご理解とご協力の程宜しく
お願い致します。

監理技術者
細田 高澄

現場代理人
小澤 潤

品質証明員
福澤 康男

この度、上記工事の施工をさせていた
だくことになりました駒ケ根市の福美建
設株式会社です。『矢立て木』から1キ
ロほど下がったところに位置する、鹿塩
川の矢立木砂防ダムの補強工事を行い
ます。 地元のみなさまには、資材搬入・
生コン車等、大型車両の通行や騒音な
どでご迷惑おかけすることもあると思い
ますが、細心の注意を払いながら進めて
参りますので、ご理解ご協力をよろしく
お願いします。

この度、手開き沢にて砂防堰堤補強工事をさせていただくことになりまし
た駒ケ根市の小澤建設株式会社です。工事期間中は、安全第一で工事を
行います。地域の皆様には大型車両の運行等でご迷惑をおかけしますが、
ご理解ご協力をよろしくお願い致します。

大河原砂防工事安全協議会のメンバー紹介

下の表は、現時点でわかっている直轄砂防工事における工事車両の「延べ台数」と工期です。工事期間中、主に大鹿村内の鹿塩川、塩川筋を通行します
が、一部は県道松川インター大鹿線を通行して松川町まで残土を運搬します。
無理のない工程と車両台数の平準化を念頭に工程管理を行っています。安全第一で進めて参りますのでどうかよろしくお願いします。

工期延期予定

大鹿村内における直轄砂防工事の工事車両台数について
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